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１．概要 

当院脳神経外科は 2016 年 4 月の開設当初より脳の機能的疾患の外科治療に力を入れてき

たが、2021年度は、てんかんに対して外科的治療、リハビリテーション、生活支援を軸とし

た包括医療を行うニューロモデュレーションセンターの活動が対外的にも認知され、7月に

県のてんかん治療連携支援拠点病院に選定されたため、病院としててんかん診療に注力して

いくことになった。群馬県には、発作時ビデオ脳波モニタリングや外科的治療など専門的に

てんかん診療を行っている施設がなかったため、これまで多くの患者が県外の医療機関で治

療されていたが（図１）、COVID-19 pandemic により県境を越えた通院が難しくなり、適切

な診療を受けられない患者が増加していることが予想された。早急な診療連携体制の構築及

び院内のてんかん診療機能の充実が急務であったが、当院は感染症指定病院でもあり、病院

機能の大半を新型コロナウイルス対策に割かねばならなかったため、本年度のてんかん診療

体制の整備は困難を極めた。 

 

 
 

２．当院のてんかん診療体制について 

てんかん診療は 2名の脳神経外科常勤医と、3名の非常勤医（脳神経外科、リハビリテー

ション科、脳神経内科）により行われ、市内にある群馬県立小児医療センターと連携して移

行期医療に力を入れており、標準的なてんかん外科手術も行っている。今年度はてんかんコ

ーディネーター3 名（MSW, 言語聴覚士、看護師）を育成、1 名の医事専門職を置き、地域



連携を強化している。検査設備については、開院当初からのモニタリング用多チャンネルデ

ジタル脳波計 2台、外来検査用脳波計 1台、CT, SPECT, ３T MRIに加え、2台目の 3TMRI

が導入されたため、より詳細、精密な神経画像の撮像が可能となった。対外的には、コロナ

禍で中断を余儀なくされていた医療従事者向けのオープンカンファレンスを今年度は月 1

回 WEB開催で再開、県内の多くのてんかんに関わる医療従事者が参加している。 

３．群馬県てんかん治療連携協議会 

群馬県障害政策課、群馬大学医学部のてんかんに関わる診療科長と協議を重ね、協議会の構

成員（図 2）を決定、2022年 3月に第 1回の連携協議会を WEB開催する予定である。 

 

 


